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研究シーズの概要 

再構成可能デバイスである FPGA を用いた演算処理の高速化技術。FPGA では高速化を行うアプリケーションが持つ 

様々な粒度の並列性を積極的に使用して高い演算性能を達成する。この技術により、組込み機器などで使用する低い動作周

波数の回路で高い演算性能を実現する他、演算能力あたりの消費電力が少ない計算処理が可能になる。 

研究シーズの詳細 

◆研究例◆

エンジン制御用 RBF(Radial Basis Function)ネットワ

ークモデルを用いたオンライン推定の高速化

エンジンの性能向上の方法としてエンジン状態を模擬す

るRBFネットワークモデルにより刻々とオンライン推定し、エン

ジンの挙動がどのように変化するのか事前に予測しながら

制御する方法がある。しかし、一般に組込みプロセッサなど

を用いたRBF ネットワークによるオンライン推定は計算時間

を要し、結果として制御の頻度を落とす必要がしばしばあ

る。本研究ではFPGAを用いた演算アクセラレーションを行う

ことで、より高い頻度でRBFネットワークモデルを用いたオンラ

イン推定が可能になる。高頻度のRBF推定を可能にすること

で、状況変化に対するより高い追従性を達成できるようにな

る。 

◆研究例◆

電子回路基板プロトタイピング用の実時間アナログ回路シミ

ュレータの開発 

ロボットアーム等の制御基板等では事前に接続されたアナロ

グ回路基板に入出力される信号を簡単に予測できない。

そこで、通常プロトタイプ基板を実際に試作してシステムに組

み入れてテストを行いアナログ回路基板のテストを行う。そし

て、不具合があれば基板の再試作を繰り返す。本研究では

このような再設計の手間をなくすため、本シーズである 

FPGA を用いた演算アクセラレータを用いて実現した実時間シ

ミュレータを実装し、AD/DA コンバータを通してプロトタイプ基

板の代わりにシステム内でアナログ基板として動作させ、プロト

タイプ基板の再設計無しでシステム実装時のテストを可能に

する。 

想定される用途・応用例 

◆ソフトウェアデファインドラジオ(SDR)に代表される信号処理アプリケーション

◆組込みシステムなどにおいて低消費電力でかつ高い演算性能を要求するアプリケーション

◆演算の粒度(ビット幅)が小さく高い並列性を有する高性能演算を要するアプリケーション

セールスポイント 

通常のマイクロプロセッサにおける並列処理に比べて、再構成可能デバイスを用いた並列処理は並列に実行できる演算数が圧

倒的に大きい上、必要最低限のハードウェアで計算できるので、同じハードウェア量でもより高い並列処理性能で高い演算性能

を引き出すことができる。 
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